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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月29日(2015.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチスクリーン装置を使用してシンボルを入力する方法であって、前記タッチスクリ
ーン装置のプロセッサが、
　前記タッチスクリーン装置上に表示された入力フィールドに対するタッチ動作を検出す
るステップと、
　前記タッチ動作を検出するステップに応答して、単一の行に複数のシンボルを表示する
ステップと、
　前記表示されたシンボルのうちの第１のシンボルに対するタッチ動作を検出するステッ
プと、
　前記タッチ動作が前記タッチスクリーン装置に対するタッチ動作の停止を検出すること
によって終了し、前記表示されたシンボルのうちの第２のシンボルが前記単一の行におい
て最後にタッチされたシンボルとして検出され、かつ前記表示されたシンボルのうちの前
記第２のシンボルが前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルとは異なる場合
に、前記表示されたシンボルのうちの前記第２のシンボルを前記入力フィールドに入力す
るステップと、
を実行する、前記方法。
【請求項２】
　前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルに対するタッチ動作を検出するス
テップに応答して、前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルを、前記表示さ
れたシンボルと重ならない別の場所に表示するステップをさらに含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルから前記表示されたシンボルのう
ちの第２のシンボルに至るまでにタッチされた各シンボルは、前記表示されたシンボルと
重ならないそれぞれ別の場所に表示される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記タッチ動作が前記単一の行から離れるスライド動作を検出することによって終了し
、かつ前記表示されたシンボルのうちの前記第２のシンボルがアルファベットである場合
、前記アルファベットで始まる少なくとも１つのワードを有するリストを表示するステッ
プをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのワードのうちの第１のワードに対するタッチ動作を検出し、前記
リストに対するタッチ動作の終了が検出されると、前記少なくとも１つのワードのうちの
前記第１のワードを前記入力フィールドに入力するステップをさらに含む、請求項４に記
載の方法。
【請求項６】
　前記入力フィールド内において前記少なくとも１つのワードのうちの前記第１のワード
の隣にアイコンを表示し、前記アイコンへのタッチ動作が検出されたときに、前記少なく
とも１つのワードのうちの前記第１のワードが前記入力フィールドから削除されるように
するステップをさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記入力フィールドに対する別の入力を受信したときに前記入力フィールドから前記ア
イコンを削除するステップをさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのワードの各々が多くとも第１の数のアルファベットを有するよう
に制限される、請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　前記リストにおけるワードの方向と平行な方向へのスライド動作が検出された場合に、
前記第１の数を調節し、多くとも前記調節された数のアルファベットを有するワードのみ
を表示するステップをさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　プログラムを記憶する手段と、
　タッチセンシティブ・スクリーンを有するディスプレイと、
　前記プログラムを記憶する手段からのプログラムを実行する際に前記タッチセンシティ
ブ・スクリーン上に入力フィールドを表示し、前記入力フィールドに対するタッチ動作を
検出し、前記入力フィールドに対する前記タッチ動作に応答して単一の行に複数のシンボ
ルを表示し、前記表示されたシンボルのうちの第１のシンボルに対するタッチ動作を検出
し、前記タッチ動作が前記タッチセンシティブ・スクリーンに対するタッチ動作の停止を
検出することによって終了し、前記表示されたシンボルのうちの第２のシンボルが前記単
一の行において最後にタッチされたシンボルとして検出され、かつ前記表示されたシンボ
ルのうちの前記第２のシンボルが前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルと
は異なる場合に、前記表示されたシンボルのうちの前記第２のシンボルを前記入力フィー
ルドに入力するように動作する処理手段と、
を含むタッチスクリーン装置。
【請求項１１】
　前記処理手段は、前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルに対するタッチ
動作の前記検出に応答して、前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルを、前
記表示されたシンボルと重ならない別の場所に表示するようにさらに動作する、請求項１
０に記載のタッチスクリーン装置。
【請求項１２】
　前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルから前記表示されたシンボルのう
ちの第２のシンボルに至るまでにタッチされた各シンボルは、前記表示されたシンボルと
重ならないそれぞれ別の場所に表示される、請求項１０に記載のタッチスクリーン装置。
【請求項１３】
　前記タッチ動作が前記単一の行から離れるスライド動作を検出することによって終了し
、かつ前記表示されたシンボルのうちの前記第２のシンボルがアルファベットである場合
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、前記処理手段は、前記アルファベットで始まる少なくとも１つのワードを有するリスト
を表示するようにさらに動作する、請求項１０に記載のタッチスクリーン装置。
【請求項１４】
　前記処理手段は、前記少なくとも１つのワードのうちの第１のワードに対するタッチ動
作を検出し、前記リストに対するタッチ動作の終了が検出されると、前記少なくとも１つ
のワードのうちの前記第１のワードを前記入力フィールドに入力するようにさらに動作す
る、請求項１３に記載のタッチスクリーン装置。
【請求項１５】
　前記処理手段は、前記入力フィールド内において前記少なくとも１つのワードのうちの
前記第１のワードの隣にアイコンを表示し、前記アイコンへのタッチ動作が検出されたと
きに、前記少なくとも１つのワードのうちの前記第１のワードが入力フィールドから削除
されるようにさらに動作する、請求項１４に記載のタッチスクリーン装置。
【請求項１６】
　前記処理手段は、前記入力フィールドに対する別の入力を受信したときに前記入力フィ
ールドから前記アイコンを削除するようにさらに動作する、請求項１５に記載のタッチス
クリーン装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのワードの各々が多くとも第１の数のアルファベットを有するよう
に制限される、請求項１３に記載のタッチスクリーン装置。
【請求項１８】
　前記リストにおけるワードの方向と平行な方向へのスライド動作が検出された場合に、
前記処理手段は、前記第１の数を調節し、多くとも前記調節された数のアルファベットを
有するワードのみを表示するように動作する、請求項１７に記載のタッチスクリーン装置
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　上述したように、本発明は、特に、入力フィールドに対するタッチ動作に応答して、タ
ッチセンシティブ・スクリーンにおけるシンボルをユーザが入力できるようにする方法を
提供する。本発明は、好ましい構成を有するものとして説明したが、本開示の範囲内で本
発明に対してさらなる変更を施すことが可能である。したがって、本願は、本発明の一般
的な原理を使用して、本発明のどのような変形例、使用例、さらに、適用例をも包含する
ように意図されている。さらに、本願は、本発明に係る技術分野において公知の、慣習的
なプラクティスの範疇で本開示内容から派生されるものも包含することを意図しており、
それは、添付した特許請求項の範囲に含まれるものである。
＜付記１＞
　タッチスクリーン装置を使用してシンボルを入力する方法（２００）であって、
　前記タッチスクリーン装置上に表示された入力フィールドに対するタッチ動作を検出す
るステップ（２２０）と、
　前記タッチ動作を検出するステップに応答して、単一の行に複数のシンボルを表示する
ステップ（２３０）と、
　前記表示されたシンボルのうちの第１のシンボルに対するタッチ動作を検出するステッ
プ（２４０）と、
　前記タッチ動作が前記タッチスクリーン装置に対するタッチ動作を停止することによっ
て終了し、前記表示されたシンボルのうちの第２のシンボルが前記単一の行において最後
にタッチされたシンボルとして検出され、かつ前記表示されたシンボルのうちの前記第２
のシンボルが前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルとは異なる場合に、前
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記表示されたシンボルのうちの前記第２のシンボルを前記入力フィールドに入力するステ
ップ（２７０，２８０）と、
を含む前記方法。
＜付記２＞
　前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルに対するタッチ動作を検出するス
テップに応答して、前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルを、前記表示さ
れたシンボルと重ならない別の場所に表示するステップをさらに含む、付記１に記載の方
法（２００）。
＜付記３＞
　前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルから前記表示されたシンボルのう
ちの第２のシンボルにタッチされた各シンボルは、前記表示されたシンボルと重ならない
個々の別の場所に表示される、付記１に記載の方法（２００）。
＜付記４＞
　前記タッチ動作が前記単一の行から離れるようにスライド動作することによって終了し
、かつ前記表示されたシンボルのうちの前記第２のシンボルがアルファベットである場合
、前記アルファベットで始まる少なくとも１つのワードを有するリストを表示するステッ
プ（３３０）をさらに含む、付記１に記載の方法（２００）。
＜付記５＞
　前記少なくとも１つのワードのうちの第１のワードに対するタッチ動作を検出し（３４
０）、前記リストに対するタッチ動作が終了すると、前記少なくとも１つのワードのうち
の前記第１のワードを前記入力フィールドに入力するステップ（３７０）をさらに含む、
付記４に記載の方法（２００）。
＜付記６＞
　前記入力フィールド内において前記少なくとも１つのワードのうちの前記第１のワード
の隣にアイコンを表示し、前記アイコンがタッチされたときに、前記少なくとも１つのワ
ードのうちの前記第１のワードが前記入力フィールドから削除されるようにするステップ
をさらに含む、付記５に記載の方法（２００）。
＜付記７＞
　前記入力フィールドに対する別の入力を受信したときに前記入力フィールドから前記ア
イコンを削除するステップをさらに含む、付記６に記載の方法（２００）。
＜付記８＞
　前記少なくとも１つのワードの各々が多くても第１の数のアルファベットを有するよう
に制限される、付記４に記載の方法（２００）。
＜付記９＞
　前記リストにおけるワードの方向と平行な方向にスライドしていることが検出された場
合に、前記第１の数を調節し、多くとも前記調節された数のアルファベットを有するワー
ドのみを表示するステップをさらに含む、付記８に記載の方法（２００）。
＜付記１０＞
　プログラムを記憶するメモリ（３０）と、
　タッチセンシティブ・スクリーンを有するディスプレイ（５０）と、
　前記メモリからのプログラムを実行する際に前記タッチセンシティブ・スクリーン上に
入力フィールドを表示し、前記入力フィールドに対するタッチ動作を検出し、前記入力フ
ィールドに対する前記タッチ動作に応答して単一の行に複数のシンボルを表示し、前記表
示されたシンボルのうちの第１のシンボルに対するタッチ動作を検出し、前記タッチ動作
が前記タッチセンシティブ・スクリーンに対するタッチ動作を停止することによって終了
し、前記表示されたシンボルのうちの第２のシンボルが前記単一の行において最後にタッ
チされたシンボルとして検出され、かつ前記表示されたシンボルのうちの前記第２のシン
ボルが前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルとは異なる場合に、前記表示
されたシンボルのうちの前記第２のシンボルを前記入力フィールドに入力するように動作
するプロセッサ（２０）と、
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を含むタッチスクリーン装置（１）。
＜付記１１＞
　前記プロセッサ（２０）は、前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルに対
するタッチ動作の前記検出に応答して、前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシン
ボルを、前記表示されたシンボルと重ならない別の場所に表示するようにさらに動作する
、付記１０に記載のタッチスクリーン装置（１）。
＜付記１２＞
　前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルから前記表示されたシンボルのう
ちの第２のシンボルにタッチされた各シンボルは、前記表示されたシンボルと重ならない
個々の別の場所に表示される、付記１０に記載のタッチスクリーン装置（１）。
＜付記１３＞
　前記タッチ動作が前記単一の行から離れるようにスライド動作することによって終了し
、かつ前記表示されたシンボルのうちの前記第２のシンボルがアルファベットである場合
、前記プロセッサ（２０）は、前記アルファベットで始まる少なくとも１つのワードを有
するリストを表示するようにさらに動作する、付記１０に記載のタッチスクリーン装置（
１）。
＜付記１４＞
　前記プロセッサ（２０）は、前記少なくとも１つのワードのうちの前記第１のワードに
対するタッチ動作を検出し、前記リストに対するタッチ動作が終了すると、前記少なくと
も１つのワードのうちの前記第１のワードを前記入力フィールドに入力するようにさらに
動作する、付記１３に記載のタッチスクリーン装置（１）。
＜付記１５＞
　前記プロセッサ（２０）は、前記入力フィールド内において前記少なくとも１つのワー
ドのうちの前記第１のワードの隣にアイコンを表示し、前記アイコンがタッチされたとき
に、前記少なくとも１つのワードのうちの前記第１のワードが前記入力フィールドから削
除されるようにさらに動作する、付記１４に記載のタッチスクリーン装置（１）。
＜付記１６＞
　前記プロセッサ（２０）は、前記入力フィールドに対する別の入力を受信したときに前
記入力フィールドから前記アイコンを削除するようにさらに動作する、付記１５に記載の
タッチスクリーン装置（１）。
＜付記１７＞
　前記少なくとも１つのワードの各々が多くても第１の数のアルファベットを有するよう
に制限される、付記１３に記載のタッチスクリーン装置（１）。
＜付記１８＞
　前記リストにおけるワードの方向と平行な方向にスライドしていることが検出された場
合に、前記プロセッサ（２０）は、前記第１の数を調節し、多くとも前記調節された数の
アルファベットを有するワードのみを表示するように動作する、付記１７に記載のタッチ
スクリーン装置（１）。
＜付記１９＞
　プログラムを記憶する手段（３０）と、
　タッチセンシティブ・スクリーンを有するディスプレイ（５０）と、
　前記メモリ（３０）からのプログラムを実行する際に前記タッチセンシティブ・スクリ
ーン上に入力フィールドを表示し、前記入力フィールドに対するタッチ動作を検出し、前
記入力フィールドに対する前記タッチ動作に応答して単一の行に複数のシンボルを表示し
、前記表示されたシンボルのうちの第１のシンボルに対するタッチ動作を検出し、前記タ
ッチ動作が前記タッチセンシティブ・スクリーンに対するタッチ動作を停止することによ
って終了し、前記表示されたシンボルのうちの第２のシンボルが前記単一の行において最
後にタッチされたシンボルとして検出され、かつ前記表示されたシンボルのうちの前記第
２のシンボルが前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルとは異なる場合に、
前記表示されたシンボルのうちの前記第２のシンボルを前記入力フィールドに入力するよ
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うに動作する処理手段（２０）と、
を含むタッチスクリーン装置（１）。
＜付記２０＞
　前記処理手段（２０）は、前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルに対す
るタッチ動作の前記検出に応答して、前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボ
ルを、前記表示されたシンボルと重ならない別の場所に表示するようにさらに動作する、
付記１９に記載のタッチスクリーン装置（１）。
＜付記２１＞
　前記表示されたシンボルのうちの前記第１のシンボルから前記表示されたシンボルのう
ちの第２のシンボルにタッチされた各シンボルは、前記表示されたシンボルと重ならない
個々の別の場所に表示される、付記１９に記載のタッチスクリーン装置（１）。
＜付記２２＞
　前記タッチ動作が前記単一の行から離れるようにスライド動作することによって終了し
、かつ前記表示されたシンボルのうちの前記第２のシンボルがアルファベットである場合
、前記処理手段（２０）は、前記アルファベットで始まる少なくとも１つのワードを有す
るリストを表示するようにさらに動作する、付記１９に記載のタッチスクリーン装置（１
）。
＜付記２３＞
　前記処理手段（２０）は、前記少なくとも１つのワードのうちの前記第１のワードに対
するタッチ動作を検出し（３４０）、前記リストに対するタッチ動作が終了すると、前記
少なくとも１つのワードのうちの前記第１のワードを前記入力フィールドに入力するよう
にさらに動作する、付記２２に記載のタッチスクリーン装置（１）。
＜付記２４＞
　前記処理手段（２０）は、前記入力フィールド内において前記少なくとも１つのワード
のうちの前記第１のワードの隣にアイコンを表示し、前記アイコンがタッチされたときに
、前記少なくとも１つのワードのうちの前記第１のワードが入力フィールドから削除され
るようにさらに動作する、付記２３に記載のタッチスクリーン装置（１）。
＜付記２５＞
　前記処理手段（２０）は、前記入力フィールドに対する別の入力を受信したときに前記
入力フィールドから前記アイコンを削除するようにさらに動作する、付記２４に記載のタ
ッチスクリーン装置（１）。
＜付記２６＞
　前記少なくとも１つのワードの各々が多くても第１の数のアルファベットを有するよう
に制限される、付記２２に記載のタッチスクリーン装置（１）。
＜付記２７＞
　前記リストにおけるワードの方向と平行な方向にスライドしていることが検出された場
合に、前記処理手段（２０）は、前記第１の数を調節し、多くとも前記調節された数のア
ルファベットを有するワードのみを表示するように動作する、付記２６に記載のタッチス
クリーン装置（１）。
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